













































































顆 路 傾 斜 右側35.2°左側29.5°平均32.4°
切歯路傾斜 20.1° 33.8°
下顎の回転 逆回転 正回転
図５　磁気式顎運動測定器
診療中に６自由度顎運動の測定が可能でありモニ
タには診療を支援する情報が表示される。
図６　診療支援情報の表示
グラフの縦軸は切歯路の傾斜角度，横軸は平衡側
顆路の傾斜角度で，図中の直線は中野が健常被験
者から求めた回帰式 3）を表している。
この回帰式に対して現在測定中の被験者の運動が
どうなっているかを●印で表示している。
図４　顆路と切歯路の描記
下顎の回転方向，回転量を求めるための自作の顎
運動描記装置
